
第第3366期期上上期期（（22002244年年））連連盟盟費費一一覧覧表表

一一律律分分担担金金 比比例例分分担担金金

道道　　 　　央央

道道　　 　　北北

道道　　 　　東東

青青  森森  県県

岩岩  手手  県県

秋秋  田田  県県

山山  形形  県県

宮宮  城城  県県

福福  島島  県県

群群  馬馬  県県

栃栃  木木  県県

茨茨  城城  県県

埼埼  玉玉  県県

東東  京京  都都

千千  葉葉  県県

神神奈奈川川県県

山山  梨梨  県県

新新  潟潟  県県

富富  山山  県県

石石  川川  県県

福福  井井  県県

長長  野野  県県

静静  岡岡  県県

愛愛  知知  県県

岐岐  阜阜  県県

三三  重重  県県

滋滋  賀賀  県県

京京  都都  府府

奈奈  良良  県県

和和歌歌山山県県

大大  阪阪  府府

兵兵  庫庫  県県

鳥鳥  取取  県県

島島  根根  県県

岡岡  山山  県県

広広  島島  県県

山山  口口  県県

香香  川川  県県

徳徳  島島  県県

高高  知知  県県

愛愛  媛媛  県県

福福  岡岡  県県

佐佐  賀賀  県県

長長  崎崎  県県

熊熊  本本  県県

大大  分分  県県

宮宮  崎崎  県県

鹿鹿児児島島県県

沖沖  縄縄  県県

合合　　 　　計計

１１期期
納納期期  33//3311

２２期期
納納期期  66//3300

３３期期
納納期期  99//3300

４４期期
納納期期1111//3300

連連盟盟費費
団団体体
数数

加加入入
人人数数

22002244年年度度・・連連盟盟費費
合合　　　　計計
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年度

都道府県 団体 会員数

全体 20,636 19,985 19,528 19,029 18,802 18,238 17,550 17,106 16,814 556 16,616

北海道 813 806 807 822 821 829 806 825 837 24 822

青森県 192 187 165 181 175 160 150 162 163 5 170

岩手県 307 300 290 285 280 265 257 252 244 8 242

秋田県 5 5 5 5 5 2 2 2 0 0 0

山形県 17 17 17 45 35 35 34 31 33 2 31

宮城県 163 113 122 122 122 116 131 135 136 5 135

福島県 122 133 131 130 133 106 113 100 91 6 83

群馬県 419 406 403 394 408 387 364 336 323 12 324

栃木県 485 471 474 470 457 440 391 372 370 11 338

茨城県 221 206 190 179 176 166 149 140 130 8 124

埼玉県 678 661 647 632 621 608 615 620 589 32 590

東京都 2,906 2,761 2,700 2,613 2,588 2,547 2,466 2,393 2,366 104 2,351

千葉県 774 768 756 754 696 694 663 657 628 15 637

神奈川県 670 656 654 635 623 521 507 520 509 20 508

山梨県 84 74 72 69 70 68 82 75 80 2 80

新潟県 280 269 267 277 284 275 254 249 228 9 230

富山県 146 136 128 135 138 123 121 124 113 4 102

石川県 302 295 261 270 275 275 259 255 263 6 267

福井県 50 58 62 76 69 72 68 68 70 5 75

長野県 425 407 373 358 339 313 288 255 253 11 259

静岡県 683 640 570 566 515 445 422 378 375 13 341

愛知県 1,145 1,175 1,128 1,019 996 976 913 893 870 21 861

岐阜県 308 295 294 298 295 288 278 284 294 7 287

三重県 10 10 10 2 2 2 2 2 2 3 4

滋賀県 252 230 220 216 209 207 171 164 166 6 177

京都府 940 966 1,002 1,019 1,000 954 938 927 914 20 922

奈良県 290 283 275 233 233 224 238 225 222 6 223

和歌山県 420 409 395 366 347 352 350 347 335 11 322

大阪府 1,434 1,411 1,348 1,275 1,252 1,215 1,140 1,059 973 45 935

兵庫県 2,209 2,118 2,124 2,043 2,067 2,025 1,967 1,923 1,991 40 2,014

鳥取県 33 33 28 24 34 32 32 4 4 1 4

島根県 211 211 213 208 203 196 199 189 156 4 156

岡山県 828 791 806 805 844 867 851 815 851 9 854

広島県 261 254 264 246 255 270 256 258 261 10 212

山口県 64 64 57 74 78 79 80 84 81 2 87

香川県 280 261 255 252 252 261 266 252 261 8 265

徳島県 247 247 225 221 211 217 211 219 213 7 224

高知県 130 140 137 117 128 117 103 98 97 3 94

愛媛県 75 63 65 66 66 57 49 49 30 3 32

福岡県 976 928 873 856 829 807 741 753 730 27 682

佐賀県 95 85 80 78 80 80 80 70 70 2 67

長崎県 257 246 248 261 280 270 251 252 240 8 235

熊本県 92 89 88 85 83 81 79 82 62 4 61

大分県 39 40 48 54 48 42 47 51 51 2 52

宮崎県 74 60 57 62 59 54 49 47 41 2 39

鹿児島県 124 124 123 109 100 100 93 90 78 2 74

沖縄県 100 90 71 22 21 18 24 20 20 1 24

22002200 22002211 22002222
22002233

都都道道府府県県連連盟盟別別組組織織推推移移表表　　（（22002233年年1111月月末末日日数数））

22001144 22001155 22001166 22001177 22001188 22001199
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2022年、2023年組織数比較表

2022 増　減 2022 増　減

会員数 団体数 会員数 増減数 会員数 団体数 会員数 増減数

合  計 16,814 556 16,616 ‐198 岐阜県 294 7 287 -7

北海道央 726 19 707 -19 三重県 2 3 4 2

北海道北 27 2 32 5 滋賀県 166 6 177 11

北海道東 84 3 83 -1 京都府 914 20 922 8

青森県 163 5 170 7 奈良県 222 6 223 1

岩手県 244 8 242 -2 和歌山県 335 11 322 -13

秋田県 0 0 0 0 大阪府 973 45 935 -38

山形県 33 2 31 -2 兵庫県 1,991 40 2,014 23

宮城県 136 5 135 -1 鳥取県 4 1 4 0

福島県 91 6 83 -8 島根県 156 4 156 0

群馬県 323 12 324 1 岡山県 851 9 854 3

栃木県 370 11 338 -32 広島県 261 10 212 -49

茨城県 130 8 124 -6 山口県 81 2 87 6

埼玉県 589 32 590 1 香川県 261 8 265 4

東京都 2,366 104 2,351 -15 徳島県 213 7 224 11

千葉県 628 15 637 9 高知県 97 3 94 -3

神奈川県 509 20 508 -1 愛媛県 30 3 32 2

山梨県 80 2 80 0 福岡県 730 27 682 -48

新潟県 228 9 230 2 佐賀県 70 2 67 -3

富山県 113 4 102 -11 長崎県 240 8 235 -5

石川県 263 6 267 4 熊本県 62 4 61 -1

福井県 70 5 75 5 大分県 51 2 52 1

長野県 253 11 259 6 宮崎県 41 2 39 -2

静岡県 375 13 341 -34 鹿児島県 78 2 74 -4

愛知県 870 21 861 -9 沖縄県 20 1 24 4

2023 2023
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会員数 人以上の会・クラブ一覧

連盟 団体名 人

数

連盟 団体名 人

数

道央 札幌中央勤労者山岳会 兵庫 神戸中央山の会

群馬 太田ハイキングクラブ 兵庫 西宮山岳会

栃木 宇都宮ハイキングクラブ 兵庫 西宮明昭山の会

東京 ぶなの会 兵庫 摩耶山友会

東京 町田グラウス山の会 兵庫 武庫勤労者山岳会

千葉 ちば山の会 岡山 倉敷ハイキング倶楽部

千葉 千葉こまくさハイキングク

ラブ

岡山 山陽カルチャーマウンテンクラブ

石川 金沢ハイキングクラブ 徳島 徳島山と友の会

愛知 東三河山ぽ会 福岡 あだると山の会

京都 西山ハイキングクラブ 福岡 みどる山の会

大阪 豊中勤労者山岳会

４年版労山カレンダー （ ）

販売（地方連盟・加盟団体扱い） ※無印は増減無し ／ ＋は前年以上 ／ －は前年より減

道央 茨城 長野 兵庫 福岡

道北 埼玉 静岡 鳥取 佐賀

道東 東京 愛知 島根 長崎

青森 千葉 岐阜 岡山 熊本

岩手 神奈川 三重 広島 大分

山形 山梨 滋賀 山口 宮崎

宮城 新潟 京都 香川 鹿児島

福島 富山 奈良 徳島 沖縄

群馬 石川 和歌山 高知

栃木 福井 大阪 愛媛 合合計計

販売（一般） 写真採用者予約購入、全国連盟直販、イベント販売

贈呈（一般） 名誉会員・顧問、カレンダー製作（写真応募者 各 部など）

贈呈 事務所見本

※合計の出荷部数 （うち贈呈 部）。作成部数 部。

※ 年版実績＝地方連盟販売 部、直販 部、贈呈 部、販売店 部
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会員数 人以上の会・クラブ一覧

連盟 団体名 人

数

連盟 団体名 人

数

道央 札幌中央勤労者山岳会 兵庫 神戸中央山の会

群馬 太田ハイキングクラブ 兵庫 西宮山岳会

栃木 宇都宮ハイキングクラブ 兵庫 西宮明昭山の会

東京 ぶなの会 兵庫 摩耶山友会

東京 町田グラウス山の会 兵庫 武庫勤労者山岳会

千葉 ちば山の会 岡山 倉敷ハイキング倶楽部

千葉 千葉こまくさハイキングク

ラブ

岡山 山陽カルチャーマウンテンクラブ

石川 金沢ハイキングクラブ 徳島 徳島山と友の会

愛知 東三河山ぽ会 福岡 あだると山の会

京都 西山ハイキングクラブ 福岡 みどる山の会

大阪 豊中勤労者山岳会

４年版労山カレンダー （ ）

販売（地方連盟・加盟団体扱い） ※無印は増減無し ／ ＋は前年以上 ／ －は前年より減

道央 茨城 長野 兵庫 福岡

道北 埼玉 静岡 鳥取 佐賀

道東 東京 愛知 島根 長崎

青森 千葉 岐阜 岡山 熊本

岩手 神奈川 三重 広島 大分

山形 山梨 滋賀 山口 宮崎

宮城 新潟 京都 香川 鹿児島

福島 富山 奈良 徳島 沖縄

群馬 石川 和歌山 高知

栃木 福井 大阪 愛媛 合合計計

販売（一般） 写真採用者予約購入、全国連盟直販、イベント販売

贈呈（一般） 名誉会員・顧問、カレンダー製作（写真応募者 各 部など）

贈呈 事務所見本

※合計の出荷部数 （うち贈呈 部）。作成部数 部。

※ 年版実績＝地方連盟販売 部、直販 部、贈呈 部、販売店 部 523
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年
度

第
期
下

期
年
１
月
以
降

加
盟
団

体
一

覧

加
盟
団
体

年
１
月
１
日
以
降
受
付
分

受
理

番
号

地
方
連
盟

団
体

名
団

体
番

号
創
立
年
月
日

加
盟
年
月
日

男
性

女
性

合
計

１
２
１
２
３
０
１

埼
玉

バ
ッ
カ
ス
山
の
会

１
１
０
６
１
３

７
０

７

２
２
１
２
３
０
２

埼
玉

指
扇
山
の
会

１
１
０
３
０
８

２
２

４

３
２
１
２
３
０
３

北
海
道

道
央

地
図
と
コ
ン
パ
ス
で
歩
く
会

０
１
１
４
０
４

１
１

２

４
２
１
２
３
０
４

三
重

伊
賀
忍
Ｍ
Ｃ

２
４
０
１
０
２

１
１

２

５
２
１
２
３
０
５

東
京

リ
ト
ル
ベ
ア

１
２
０
９
１
２

２
２

４

６
２
１
２
３
０
６

愛
知

尾
張
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

２
２
０
８
０
３

３
３

６

７
２
１
２
３
０
７

三
重

三
重
っ
ぱ
り
な
山
の
会

２
４
０
１
０
３

１
０

１

８
２
１
２
３
０
８

神
奈
川

山
学
同
人
稜
風
会

１
４
０
３
０
９

４
１

５

９
２
１
２
３
０
９

２
１
２
３
１
０

２
１
２
３
１
１

２
１
２
３
１
２

２
１
２
３
１
３

２
１
２
３
１
４

２
１
２
３
１
５

２
１
２
３
１
６

２
１
２
３
１
７

２
１
２
３
１
８

２
１
２
３
１
９

２
１
２
３
２
０
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年
度

第
期
下

期
年
１
月
以
降

加
盟
団

体
一

覧

加
盟
団
体

年
１
月
１
日
以
降
受
付
分

受
理

番
号

地
方
連
盟

団
体

名
団

体
番

号
創
立
年
月
日

加
盟
年
月
日

男
性

女
性

合
計

１
２
１

２
３
０
１

埼
玉

バ
ッ
カ
ス
山
の
会

１
１
０
６
１
３

７
０

７

２
２
１

２
３
０
２

埼
玉

指
扇
山
の
会

１
１
０
３
０
８

２
２

４

３
２
１

２
３
０
３

北
海
道

道
央

地
図
と
コ
ン
パ
ス
で
歩
く
会

０
１
１
４
０
４

１
１

２

４
２
１

２
３
０
４

三
重

伊
賀
忍
Ｍ
Ｃ

２
４
０
１
０
２

１
１

２

５
２
１

２
３
０
５

東
京

リ
ト
ル
ベ
ア

１
２
０
９
１
２

２
２

４

６
２
１

２
３
０
６

愛
知

尾
張
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

２
２
０
８
０
３

３
３

６

７
２
１

２
３
０
７

三
重

三
重
っ
ぱ
り
な
山
の
会

２
４
０
１
０
３

１
０

１

８
２
１

２
３
０
８

神
奈
川

山
学
同
人
稜
風
会

１
４
０
３
０
９

４
１

５

９
２
１

２
３
０
９

２
１

２
３
１
０

２
１

２
３
１
１

２
１

２
３
１
２

２
１

２
３
１
３

２
１

２
３
１
４

２
１

２
３
１
５

２
１

２
３
１
６

２
１

２
３
１
７

２
１

２
３
１
８

２
１

２
３
１
９

２
１

２
３
２
０

脱
退
・
解
散
届
け

第
期

下
期

（
年
度
）

受
理

番
号

地
方
連
盟

団
体

名
加
盟
年
月

脱
退
年
月

会
員
数

脱
退

の
原

因
・

理
由

１
２
１

２
３
０
１

東
京

悠
３

労
山
基
金
を
必
要
と
す
る
山
行
活
動
が
無
く
な
っ
た
。

２
２
１

２
３
０
２

長
野

か
ざ
こ
し
山
の
会

２
県
連
へ
の
活
動
参
加
が
不
可
能
な
た
め

。

３
２
１

２
３
０
３

新
潟

り
ん
ど
う
岳
志
会

１
８

高
齢
化
で

会
員
数
が
減
少
。

４
２
１

２
３
０
４

愛
知

ア
リ
ス
山
の
会

６
会
員
の
高
齢
化
。

５
２
１
２
３
０
５

大
阪

福
島
勤
労
者
山
岳
会

６
会
員
減
少
と
高
齢
化
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
抑
制
。

６
２
１

２
３
０
６

兵
庫

尼
崎
山
の
会

３
高
齢
化
で

活
動
が
困
難
。

７
２
１

２
３
０
７

大
阪

虹
２

組
織
と
し
て
の
登
山
活
動
休
止
に
よ
る
。

８
２
１

２
３
０
８

大
阪

加
島
ル
ー
ズ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ク
ラ
ブ

１
０

高
齢

化
と

会
員

減
少

に
よ

り
会

活
動

が
で

き
な

く
な

っ

た
た
め
。

９
２
１

２
３
０
９

千
葉

君
津
ケ
ル
ン
山
の
会

１
０

高
齢
化
と
会
員
減
少
、
県
連
に
役
員
を
出
せ
な
い
。

２
１

２
３
１
０

静
岡

ふ
じ
山
楽
歩
山
の
会

３
１

会
の
総
会
で
「
連
盟
費
が
高
い
」
と
の
こ
と
で
脱
退
。

２
１

２
３
１
１

奈
良

山
行
人
山
楽
会

３
会
員
減
少
に
よ
り
解
散
す
る
。

２
１

２
３
１
２

大
阪

山
の
会

ポ
レ
ポ
レ

６
メ
ン
バ
ー
減
少
の
た
め
。

２
１

２
３
１
３

東
京

山
の
会

樹
眩
霧

２
１

総
会
で
解
散
を
決
議
し
た
。

２
１

２
３
１
４

東
京

モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
山
の
会

１
０

会
員
の
高
齢
化
と
会
員
数
の
減
少
に
よ
り
脱
退
。

２
１

２
３
１
５

東
京

狛
江
山
遊
会

２
４

会
員
の
高
齢
化
と
連
盟
費
が
高
く
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
。

２
１

２
３
１
６

２
１

２
３
１
７

２
１

２
３
１
８

２
１

２
３
１
９

２
１

２
３
２
０
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加盟団体一覧表（2023年11月末日現在）

都道
府県

団体名
加盟年

月
コード
番号

21末
会員数

22末
会員数

2233末末
会会員員数数

  23末
(男性)

 23末
(女性）

労労山山基基金金
加加入入者者数数

総計（団体数）

総計（会員数）

北北海海道道・・道道央央地地区区連連盟盟 団体数
小計 会員数

小樽勤労者山岳会
札幌FC　ＧＲＯＵＰＥ　ＤＥ　ＲＯＣＨＥＲ

札幌中央勤労者山岳会
札幌ピオレ山の会
札幌北稜クラブ
札幌山びこ山友会
札幌登攀倶楽部
山遊会　ル・レラ
さっぽろ山遊会
スマイル・マウンテン・クラブ
同人ラリーグラス
同人スンク

新規 地図とコンパスで歩く会
ハイキングクラブみどりの風
百松山岳会
ハイキングネットワークこだま倶楽部
函館山楽クラブ
バビシェ・マウンテン・クラブ

新規 リベルテ
北北海海道道・・道道北北地地区区連連盟盟 団体数

小計 会員数
旭川勤労者山岳会
オホーツク山の会

北北海海道道・・道道東東地地区区連連盟盟 団体数
小計 会員数

帯広勤労者山岳会
釧路勤労者山岳会
北見勤労者山岳会

青青森森県県 団体数
小計 会員数

青森勤労者山岳会
青森ファミリーハイキングクラブ
白神・十二湖ハイキングクラブ
八戸勤労者山岳会
弘前勤労者山岳会

岩岩手手県県 団体数
小計 会員数

脱退 一関勤労者山岳会 脱退
アウトドアを楽しむ会
いわて生協山の会
釜石勤労者山岳会
胆江勤労者山岳会
花巻山友会
宮古勤労者山岳会
盛岡山友会

秋秋田田県県 団体数
小計 会員数

脱退 ＴＣ山ぶどう 脱退 脱退
山山形形県県 団体数

小計 会員数
やまがた山歩会
Rousan鶴岡

宮宮城城県県 団体数
小計 会員数

石巻山の会
同人すばる
古川どっぽ山の会
朋友会
みやぎトレッキングクラブ

福福島島県県 団体数
小計 会員数
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加盟団体一覧表（2023年11月末日現在）

都道
府県

団体名
加盟年

月
コード
番号

21末
会員数

22末
会員数

2233末末
会会員員数数

  23末
(男性)

 23末
(女性）

労労山山基基金金
加加入入者者数数

郡山勤労者山岳会
脱退 喜多方山想会 脱退 脱退

鹿島厚生病院山クラブ
相馬山歩会
福島勤労者山の会
フィエスタの谷
山クラブ　ぶなの実

群群馬馬県県 団体数
小計 会員数

太田ハイキングクラブ
NJKクラブ高峰
桐生勤労者山岳会
甘楽町山の会
高崎勤労者山岳会
ぽんぽこ山の会

前橋勤労者山岳会
前橋ハイキングクラブ
モンテ アルパインクラブ
毛ッ久里山の会
やまなみ（山脈）

栃栃木木県県 団体数
小計 会員数

宇都宮山の会
宇都宮ハイキングクラブ
上三川ハイキングクラブ
栃木岳人クラブ
つむぎ山悠会
野木山想会
南那須山楽会
マロニエハイキングクラブ
マウントアンサンブル
山人（やまんど）クラブ
労山かぬま

茨茨城城県県 団体数
小計 会員数

脱退 笠間おちこち山の会 脱退
古河青峰山の会
取手山の会
つくばね山の会
チームやまや
ハイキングクラブ　のんびり
水戸っ歩山の会

脱退 水戸かわせみ山岳会 脱退 脱退 脱退
ラリグラス

埼埼玉玉県県 団体数
小計 会員数

あすなろ山岳会
浦和くまざさ山岳会
大宮勤労者山岳会
アルパインクラブNPOさいたま
熊谷トレッキング同人
登山クラブやまなみ
北本山の会
ハイキングクラブ上里
クライミングさいたま
深谷山の子倶楽部
川越ハイキングクラブ・ビスターリ
山楽童人ｸﾞﾙｰﾌﾟﾉﾏｼﾞ
彩の山友会
紫翠山岳会

新規 指扇山の会
橡山岳会
所沢ハイキングクラブ
登攀クラブ岩つばめ
秩父アルペンクラブ
新座山の会
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加盟団体一覧表（2023年11月末日現在）

都道
府県

団体名
加盟年

月
コード
番号

21末
会員数

22末
会員数

2233末末
会会員員数数

  23末
(男性)

 23末
(女性）

労労山山基基金金
加加入入者者数数

日進山岳会
飯能勤労者山岳会
深谷こまくさ山の会
富士見市峠山の会
ハイジアルペンクラブ
日和田アルパインクラブ
パル・ブランチ
蓮田山の会

新規 バッカス山の会
三郷山の会
わらび山の会
埜歩歩富士見山の会

脱退 山ぼうし 脱退
東東京京都都　　　　22,,335577名名 団体数

小計 会員数
東京都・千代田区連盟

同人クライミングファイト
ぶなの会

東京都・中央区連盟

銀座山の会
山岳会ヤマニテ

脱退 山の会樹眩霧 脱退
東京都・港区連盟

東京みなと山の会
東京港区ハイキングクラブ

東京都・新宿区連盟

脱退 ＩＡＣアルパイン 脱退 脱退 脱退
渓嶺会
光陽山の会
東京岳遊会
グルッペ　わたすげ
新宿山の会
東京ろうあ者山の会
峰凌倶楽部
山の会 さくら草
山の会　こぶし

東京都・文京区連盟

神楽坂アルパインクラブ
日本ロープレスキュー協会
民医連東京共済山の会

東京都・東部地区連盟

あらかわ山の会
江戸川山の会
墨田山の会
東部教職員山の会
登嶺会

脱退 好好山の会 脱退 脱退
らくらくハイキングクラブ
わたすげハイキングクラブ

東京都・目黒区連盟

めぐろ山の会
東京都・みなみ地区連盟

大田山の会
大田ハイキングクラブ
大田山友会
大田・わたすげの会
品川山の会・さんかくてん
めぐろ山学クラブ・仲間
目黒ハイキングクラブ
山の仲間「山風」

脱退 山の会　白銀 脱退 脱退
東京都・城西地区連盟

脱退 狛江山遊会 脱退
世田谷山ぞくの会
世田谷山友会
さわらび山の会

52－       －



加盟団体一覧表（2023年11月末日現在）

都道
府県

団体名
加盟年

月
コード
番号

21末
会員数

22末
会員数

2233末末
会会員員数数

  23末
(男性)

 23末
(女性）

労労山山基基金金
加加入入者者数数

山の会　やまづと
山セミの会

東京都・渋谷区連盟

渋谷山の会 ウルスカディ
脱退 こまくさ山の会 脱退 脱退
東京都・中野区連盟

登攀クラブＮＣＰ
東京都・杉並区連盟

杉並勤労者山岳会
杉並山の会
プリムラ山の会

東京都・練馬区連盟

ぐるうぷ山人
石神井山の会
山岳同人かわせみ
練馬山の会

東京都・豊島区連盟

東京雪稜会
目白山岳会

東京都・板橋区連盟

板橋勤労者山岳会
東京都・北区連盟

田端雪稜山岳会
淡歩歩山の会
東京緑峰クラブ

脱退 モンテローザ山の会 脱退
東京都・多摩東部連盟

北多摩山の会
グループ・どっぺる
山座会
ふくろうハイキングクラブ
むさしの山の会
むさしの“どっぽ”

東京都・多摩西部連盟

八王子おおるり山の会
ハイキングクラブ四季
ハイキングクラブ・ジャンダルム

東京都・多摩北部連盟

多摩みどり山遊会
チーム　バガボンズ
野火止山の会
コスモス山の会

東京都・府中市連盟

山の会「かたつむり」
東京都・町田市（準地区連盟）

町田グラウス山の会
東京都（その他)

アルムクラブTokyo
神田山の会
C・C”昴”

脱退 Team悠 脱退 脱退

アルペンブルーメ
クラウドナイン・クライマーズ・ネット
K9-SAR　岳の会
新婦人青梅ﾊｲｷﾝｸﾞ小組・ｽｲﾄﾋﾟｰ班
雲表倶楽部
山岳同人GRAPPA
G登攀クラブ
新婦人けやき班ハイキング小組
じょうなんハイカーズ
チーム　吾亦紅（われもこう）
地形図研究会
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加盟団体一覧表（2023年11月末日現在）

都道
府県

団体名
加盟年

月
コード
番号

21末
会員数

22末
会員数

2233末末
会会員員数数

  23末
(男性)

 23末
(女性）

労労山山基基金金
加加入入者者数数

痛恨

日本ｴｷｽﾊﾟｰﾄｸﾗｲﾏｰｽﾞｸﾗﾌﾞ
ポーラスター山岳会
5.10クラブ
ポレポレ倶楽部山の子
ハルヒラークラブ
無想・転生
山の会ふみあと
雪豹同人
ROUSANパートナーズ
労山マスターズ

新規 リトルベアー
earth（アース）

東京都・学生団体

東京農工大学ﾜﾝﾀﾞｰﾌｫｰｹﾞﾙ部
千千葉葉県県 団体数

小計 会員数
市川山の会

脱退 君津ケルン山の会 脱退
かがりび山の会
岳人あびこ
ちば山の会
千葉こまくさハイキングクラブ
東葛山の会
船橋勤労者山の会
ふわくハイキングサークル
茂原道標山の会
松戸山の会
まつど山翠会
まつど遠足クラブ１年さくら組
山の会らんたん
千葉民医連山を歩こう会
山の会「岳樺クラブ」

神神奈奈川川県県 団体数
小計 会員数

小田原ナーゲル山の会
Ｍ＆Ｃ
川崎勤労者山岳会
川崎ハイキングクラブ
川崎柴笛クラブ
カモの会
Grazie(ｸﾞﾗｯﾁｪ）
銀嶺会
相模アルパインクラブ
さがみ山友会
山岳素行童人メーグリ家

新規 山学同人稜風会
地平線の会
藤沢山の会
みずなら山の会
アルパインクラブ横浜
雪童山の会
やま＋＋（やまぷらぷら）
山ブキの会

山山梨梨県県 団体数
小計 会員数

彷徨俱楽部関東
山梨山の会

新新潟潟県県 団体数
（男女比は便宜上記入）小計 会員数

糸魚川勤労者山岳会
十日町おだまき山の会
阿賀山の会
清津山の会
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加盟団体一覧表（2023年11月末日現在）

都道
府県

団体名
加盟年

月
コード
番号

21末
会員数

22末
会員数

2233末末
会会員員数数

  23末
(男性)

 23末
(女性）

労労山山基基金金
加加入入者者数数

長岡勤労者山岳会
新潟山友会
新潟クライミングクラブ
新潟岳遊塾
みちぐさ山の会

脱退 りんどう岳志山岳会 脱退 脱退
富富山山県県 団体数

小計 会員数
富山勤労者山岳会
富山ハイキングクラブ
辿山会
三島野スポーツクラブ

石石川川県県 団体数
小計 会員数

でんでん虫倶楽部
脱退 こだま山岳会 脱退 脱退 脱退

小松ブルーベル山の会
金沢ハイキングクラブ
チャムラン山の会
めっこ山岳会
白山フウロ山岳会

福福井井県県 団体数
小計 会員数

あしハイキングクラブ
あし山遊会
ケルン山の会
ベルグラ山の会
山っ子の会

長長野野県県 団体数
小計 会員数

伊那山仲間
大町勤労者山の会
駒ヶ根山岳会

脱退 かざこし山の会 脱退 脱退
クライミングメイト山の子
上小山の会
佐久アッセントクラブ
佐久山の会
茅野しらびそ山の会
山岳会ロック＆ブッシュ
まみくとい山の会

脱退 山の会ながの 脱退 脱退 脱退
松本勤労者山岳会

静静岡岡県県 団体数
小計 会員数

伊豆ハイキングクラブ労山会員グループ
あさぎり山の会
静岡勤労者山岳会
清水勤労者山岳会
静岡安倍っ子山の会
裾野麗峰山の会
沼津勤労者山岳会
ナチュラルマウンテリングクラブ
浜松勤労者山岳会
浜松山の会フレンズ

脱退 ふじ山楽歩　山の会 脱退
三島勤労者山岳会
焼津山の会
山登歩勤労者山の会

愛愛知知県県 団体数
小計 会員数

あつた勤労者山岳会
おやこ山の会
犬山勤労者山の会マップ

脱退 アリス山の会 脱退
春日井峠の会
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都道
府県

団体名
加盟年

月
コード
番号

21末
会員数

22末
会員数

2233末末
会会員員数数

  23末
(男性)

 23末
(女性）

労労山山基基金金
加加入入者者数数

かわせみ山楽会
じねんじょ山の会
スルジェ山の会
東海山岳会
ちんぐるま
名古屋山岳同志会
名古屋山歩会
低い山を楽しむ会
名古屋ありんこ山岳会
名古屋アルパインスピリッツクラブ
ふわく山の会
半田ファミリー山の会
東三河山ぽ会
みどり山の会
若駒山岳会
山の会「くらら」

新規 尾張ハイキングクラブ
岐岐阜阜県県 団体数

小計 会員数
大垣勤労者山岳会
あるぱいんKANI
岐阜ケルン山岳会
多治見勤労者山岳会
中津川勤労者山岳会
瑞浪山の会
みのハイキングクラブ

三三重重県県 団体数
小計 会員数

伊賀忍NMC
三重っぱりな山の会
松阪勤労者山岳会

滋滋賀賀県県 団体数
小計 会員数

湖南岳友会
滋賀山友会
シャクナゲ遡行クラブ
ちごゆり山歩会
比良雪稜会
山の会オフトレイル

京京都都府府 団体数
小計 会員数

乙訓山の会
京都右京勤労者山岳会
京都左京勤労者山岳会
京都明峯勤労者山岳会
京都洛中勤労者山岳会
ＷＡＯ亀岡
チーム　クラマグチ
京都伏見山の会
樹の根17組
丹波勤労者山岳会
西山ハイキングクラブ
福知山山の会
舞鶴勤労者山岳会
ハイキングクラブ舞鶴山遊会
京都田辺山友会
やましな山の会
山城・山の会
丹後山の会（与謝山の会）
らくなん山の会

奈奈良良県県 団体数
小計 会員数

オオヤマレンゲ山の会
脱退 ｼﾞｮｲ　ｱｯｾﾝﾄ　ｸﾗﾌﾞ 脱退 脱退

山風舎
奈良勤労者山岳会
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加盟団体一覧表（2023年11月末日現在）

都道
府県

団体名
加盟年

月
コード
番号

21末
会員数

22末
会員数

2233末末
会会員員数数

  23末
(男性)

 23末
(女性）

労労山山基基金金
加加入入者者数数

奈良ハイキングクラブ
西大和山の会

脱退 山行人山楽会 脱退
やまと山遊会

和和歌歌山山県県 団体数
小計 会員数

有田山の会
紀峰山の会
紀北亀足会
さんぽの会
はしもと山の会
ハハコグサトレッキングクラブ
紀州山友会
みちくさハイキングクラブ
やまなみハイキングクラブ
和歌山アルパインクラブ
わかやまハイキングクラブ

大大阪阪府府 団体数
小計 会員数

脱退 安治川山の会 脱退 脱退
ＣＯＷＡＣ
大阪たつの子勤労者山岳会

脱退 大阪中郵勤労者山岳会 脱退 脱退
大阪志峰会
大阪ぽっぽ会
勤労者山岳会ひまやま
大阪勤労者登攀クラブ(OWCC)
大阪マウンテンクラブ
Ａ・Ｔ・C(ｵｰﾙ・ﾃﾝｼｮﾝ・ｸﾗｲﾏｰｽﾞ)
大阪スキーハイキングクラブ
アウトドア　オールラウンダーズ

脱退 ＡＩＭＡクラブ 脱退 脱退 脱退
北大阪のぼろう会（ＫＯＮＫ）
きたろうハイキングクラブ
このはな山の会
くすのき山遊会

脱退 加島ルーズクライミングクラブ 脱退
脱退 山の会カランクルン 脱退 脱退

遡行同人　渓游会
山の会こもれび

脱退 風の子ハイキングクラブ 脱退 脱退 脱退
吹田勤労者山岳会
泉州勤労者山岳会
雑木の会
高槻勤労者山岳会
豊中勤労者山岳会
山の会　ＴＥＮＳＩＯＮ
西淀川勤労者山岳会

脱退 虹 脱退
脱退 福島勤労者山岳会 脱退

白峰山の会
女性ハイキングクラブ・ハイジ
なにわこぶしの会
ハイキングクラブ　げんごろう
ふれんず
山之会バッカス
ハイキングクラブＥＬＦ
ピトンの会
Ｈ.Ｃ.teruru
Ｈ.Ｃ. モンテス
Ｈ.Ｃ.ＪＵＫＥ
箕面勤労者山岳会
ももんが山岳会
八尾山の会
山の虫クレマントクラブ
淀屋橋勤労者山岳会
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加盟団体一覧表（2023年11月末日現在）

都道
府県

団体名
加盟年

月
コード
番号

21末
会員数

22末
会員数

2233末末
会会員員数数

  23末
(男性)

 23末
(女性）

労労山山基基金金
加加入入者者数数

山の会くまごろう
山の会ＲＯＣＫＹ
山の会Ｍonterey

脱退 山の会　ポレポレ 脱退
山の会二十渉
つりばし

兵兵庫庫県県 団体数
小計 会員数

アルペン芦山
脱退 尼崎山の会 脱退

淡路勤労者山岳会
伊丹勤労者山岳会
尼崎ハイキングクラブ
やまぼうし
明石山の会
甲山勤労者山岳会
神戸カタツムリの会
神戸勤労者山岳会
神戸みなと山友会
神戸港山の会
神戸中央山の会

脱退 神戸ハイキングクラブ 脱退 脱退
北須磨山の会
神戸山スキークラブ
神戸ｸﾗｲﾏｰｽﾞｸﾗﾌﾞ

脱退 神戸ﾊﾑ＆ﾊｲｷﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 脱退 脱退
宝塚山の会
山岳会ホワイトピーク
須磨勤労者山岳会
山楽会　七色十色
但馬勤労者山岳会
垂水ハイキングクラブ
垂水勤労者山岳会
地球クラブ
高御位山遊会
西神戸山の会
西宮北口勤労者山岳会
西宮山岳会
西宮明昭山の会
東灘勤労者山岳会
北摂山の会
ＨＣはりま
はりま明姫修験ネット
摩耶山友会
武庫勤労者山岳会
メラ・ピークＫＯＢＥ
山の会かじか
山歩渓山岳会
山の会アルプ
山の会ささやま
ﾊｲｷﾝｸﾞｸﾗﾌﾞレディバード

鳥鳥取取県県 団体数
小計 会員数

脱退 鳥取久松山岳会 脱退 脱退 脱退
米子勤労者山岳会

島島根根県県 団体数
小計 会員数

出雲山の会
エッサッサ山の会

脱退 神名火山の会 脱退 脱退
脱退 白樺クラブ 脱退 脱退

松江アルペンクラブ
松江ハイキングクラブ

岡岡山山県県 団体数
小計 会員数

岡山勤労者山岳会
倉敷勤労者山岳会
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加盟団体一覧表（2023年11月末日現在）

都道
府県

団体名
加盟年

月
コード
番号

21末
会員数

22末
会員数

2233末末
会会員員数数

  23末
(男性)

 23末
(女性）

労労山山基基金金
加加入入者者数数

倉敷ハイキング倶楽部
クラブＭＯＮＴＡＴＡ
山陽カルチャーマウンテンクラブ
玉野ハイキング同好会
新見ハイキングクラブ
ピーク・フレンズ・クラブ
みまさか山の会

広広島島県県 団体数
小計 会員数

安佐岳友クラブ
呉勤労者山の会
佐伯山の会
山岳同人ＲＡＩＺ
福山とんど
桃源郷クラブ
広島勤労者山の会
広島勤労者ＨＣやまぼうし
ひろしま令峰クラブ

脱退 県北山の会 脱退
山の会 道

山山口口県県 団体数
小計 会員数

登山・ハイキングサークル　コンパス
脱退 倶楽部OKB 脱退 脱退 脱退

山口県教職員登山サークル「ぽれぽれ」
香香川川県県 団体数

小計 会員数
観音寺あけぼの山の会
観音寺ハイキングクラブ
丸亀しわく山の会
善通寺山の会

脱退 坂出ハイキングクラブ 脱退 脱退 脱退
山岳同人・五色の峰
高松勤労者山の会
高松ハイキングクラブ
さぬき山歩会

徳徳島島県県 団体数
小計 会員数

阿波あすなろ山の会
小松島ハイキングクラブ
徳島市勤労者山の会
徳島ハイキングクラブ
健生山の会
徳島山岳同人倶楽部
徳島山と友の会

高高知知県県 団体数
小計 会員数

あるぷハイキングクラブ
高知勤労者山岳会
かめのこ山の会

愛愛媛媛県県 団体数
（男女比は便宜上記入）小計 会員数

南予のぼろう会
松山勤労者山岳会
山の子

福福岡岡県県 団体数
小計 会員数

あしび山の会
大川山人会
大牟田勤労者山岳会
大牟田ハイキングクラブ
あだると山の会
奥岳山の会
往還倶楽部
小倉勤労者山岳会
ＲＫＡＣ
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加盟団体一覧表（2023年11月末日現在）

都道
府県

団体名
加盟年

月
コード
番号

21末
会員数

22末
会員数

2233末末
会会員員数数

  23末
(男性)

 23末
(女性）

労労山山基基金金
加加入入者者数数

久留米山の会
すばる山の会
山岳チーム　風はるか
山学山遊会
田川かたつむり山の会
チーム・アース
ピナクル山の会
福岡勤労者山岳会
フェニックスマウンテニアリングチーム
福岡想山会
山岳冒険倶楽部　星と焚火

マップ山の会
門司勤労者山岳会
みどる山の会
Ｍｏｖｅ（ムーヴ）
ゆるパインクラブ
若宮山岳会

佐佐賀賀県県 団体数
小計 会員数

からつ勤労者山岳会
佐賀勤労者山岳会

長長崎崎県県 団体数
小計 会員数

オレンジハイキングクラブ
長崎あゆみハイキングクラブ
佐世保こもれびハイキングクラブ
長崎東部勤労者山岳会
長崎ヘバルナ山の会
長崎南稜山岳会
長崎朝霧山の会
長崎カルチャー山の会

熊熊本本県県 団体数
小計 会員数

天草山の会
脱退 天草アルパインクラブ 脱退 脱退

熊本勤労者山岳会
脱退 熊本山遊会 脱退 脱退

人吉球磨ハイキングクラブ
八代勤労者山岳会

大大分分県県 団体数
小計 会員数

大分勤労者山岳会
大分山歩会

宮宮崎崎県県 団体数
小計 会員数

西都山岳会
祝子川山岳会

脱退予定比叡ＲＣＣ 脱退予定 脱退
鹿鹿児児島島県県 団体数

小計 会員数
鹿児島勤労者山岳会
山坂達者の会

沖沖縄縄県県 団体数
小計 会員数

花いかだ　コザ
脱退 フォレストウオーカー 脱退 脱退 脱退
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労山システム入力データより
データ数： （2024/2/13時点）
※除外＝会員番号5･7･9番代
※除外＝年齢不明、1905年以前生まれ
平均年齢（才）
都道府県 男性 女性 未選択 全体
北海道
青森
岩手
山形
宮城
福島
群馬
栃木
茨城
埼玉
東京
千葉
神奈川
山梨
新潟
富山
石川
福井
長野
静岡
愛知
岐阜
三重
滋賀
京都
奈良
和歌山
大阪
兵庫
鳥取
島根
岡山
広島
山口
香川
徳島
高知
愛媛
福岡
佐賀
長崎
熊本
大分
宮崎
鹿児島
沖縄
全会員

北海道

青森

岩手

山形

宮城

福島

群馬

栃木

茨城

埼玉

東京

千葉

神奈川

山梨

新潟

富山

石川

福井

長野

静岡

愛知

岐阜

三重

滋賀

京都

奈良

和歌山

大阪

兵庫

鳥取

島根

岡山

広島

山口

香川

徳島

高知

愛媛

福岡

佐賀

長崎

熊本

大分

宮崎

鹿児島

沖縄

全会員

平平均均年年齢齢（（才才））
男性 女性 未選択
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年
代
別
人
数
（
人
）

年
代

男
女

未
選
択

0～
9歳
0～

9歳
10

代
10

代
20

代
20

代
30

代
30

代
40

代
40

代
50

代
50

代
60

代
60

代
70

代
70

代
80

代
80

代
90

代
90

代
10

0代
10

0代 合
計

～
歳

代
代

代
代

代
代

代
代

代
代

会員数（人）

年
代
別
人
数
（
人
）

男
女

未
選
択
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氏名 申請者役職 申請者氏名

理事長

理事長

会長

会長

理事長

理事長

会長

会長

理事長

理事長

理事長

理事長

理事長

会長

会長

理事長

理事長

理事長

理事長

理事長

理事長

理事長

理事長

会長

兵庫県勤労者山岳連盟

長崎県勤労者山岳連盟

岐阜県勤労者山岳連盟

岐阜県勤労者山岳連盟

兵庫県勤労者山岳連盟

兵庫県勤労者山岳連盟

兵庫県勤労者山岳連盟

兵庫県勤労者山岳連盟

岡山県勤労者山岳連盟

静岡県勤労者山岳連盟

埼玉県勤労者山岳連盟

埼玉県勤労者山岳連盟

東京都勤労者山岳連盟

東京都勤労者山岳連盟

千葉県勤労者山岳連盟

千葉県勤労者山岳連盟

千葉県勤労者山岳連盟

富山県勤労者山岳連盟

長野県勤労者山岳連盟

静岡県勤労者山岳連盟

宮城県勤労者山岳連盟

第第3366回回総総会会栄栄誉誉功功労労章章贈贈呈呈者者一一覧覧

所属団体

道央地区勤労者山岳連盟

道央地区勤労者山岳連盟

青森県勤労者山岳連盟
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個人名は印刷版の決議・決定集を参照ください。



氏名 所属団体 地方連盟 申請者氏名

ハイキングクラブﾞみどりの風 道央

百松山岳会 道央

百松山岳会 道央

函館山楽クラブ 道央

函館山楽クラブ 道央

青森ファミリーハイキングクラブ 青森

八戸勤労者山岳会 青森

八戸勤労者山岳会 青森

石巻山の会 宮城

石巻山の会 宮城

石巻山の会 宮城

朋友会 宮城

朋友会 宮城

朋友会 宮城

朋友会 宮城

朋友会 宮城

朋友会 宮城

朋友会 宮城

太田ハイキングクラブ 群馬

太田ハイキングクラブ 群馬

宇都宮ハイキングクラブ 栃木

宇都宮ハイキングクラブ 栃木

宇都宮ハイキングクラブ 栃木

宇都宮ハイキングクラブ 栃木

宇都宮ハイキングクラブ 栃木

宇都宮ハイキングクラブ 栃木

宇都宮ハイキングクラブ 栃木

上三川ハイキングクラブ 栃木

野木山想会 栃木

野木山想会 栃木

野木山想会 栃木

野木山想会 栃木

野木山想会 栃木

野木山想会 栃木

野木山想会 栃木

野木山想会 栃木

野木山想会 栃木

野木山想会 栃木

野木山想会 栃木

野木山想会 栃木

野木山想会 栃木

野木山想会 栃木

野木山想会 栃木

野木山想会 栃木

野木山想会 栃木

第第3366回回総総会会栄栄誉誉功功労労章章贈贈呈呈者者一一覧覧【【永永年年会会員員】】
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氏名 所属団体 地方連盟 申請者氏名

第第3366回回総総会会栄栄誉誉功功労労章章贈贈呈呈者者一一覧覧【【永永年年会会員員】】

野木山想会 栃木

マロニエハイキングクラブ 栃木

マロニエハイキングクラブ 栃木

マロニエハイキングクラブ 栃木

大宮勤労者山岳会 埼玉

大宮勤労者山岳会 埼玉

大宮勤労者山岳会 埼玉

北本山の会 埼玉

北本山の会 埼玉

北本山の会 埼玉

北本山の会 埼玉

北本山の会 埼玉

北本山の会 埼玉

秩父アルペンクラブ 埼玉

秩父アルペンクラブ 埼玉

秩父アルペンクラブ 埼玉

秩父アルペンクラブ 埼玉

秩父アルペンクラブ 埼玉

秩父アルペンクラブ 埼玉

秩父アルペンクラブ 埼玉

新座山の会 埼玉

新座山の会 埼玉

深谷こまくさ山の会 埼玉

深谷こまくさ山の会 埼玉

深谷こまくさ山の会 埼玉

三郷山の会 埼玉

八王子おおるり山の会 東京

八王子おおるり山の会 東京

八王子おおるり山の会 東京

八王子おおるり山の会 東京

八王子おおるり山の会 東京

八王子おおるり山の会 東京

八王子おおるり山の会 東京

八王子おおるり山の会 東京

八王子おおるり山の会 東京

八王子おおるり山の会 東京

杉並山の会 東京

杉並山の会 東京

杉並山の会 東京

品川山の会　さんかくてん 東京

品川山の会　さんかくてん 東京

石神井山の会 東京

石神井山の会 東京

東京みなと山の会 東京

東京みなと山の会 東京

65－       －

個人名は印刷版の決議・決定集を参照ください。



氏名 所属団体 地方連盟 申請者氏名

第第3366回回総総会会栄栄誉誉功功労労章章贈贈呈呈者者一一覧覧【【永永年年会会員員】】

東京みなと山の会 東京

東京みなと山の会 東京

東京みなと山の会 東京

多摩みどり山遊会 東京

練馬山の会 東京

練馬山の会 東京

練馬山の会 東京

野火止山の会 東京

野火止山の会 東京

野火止山の会 東京

コスモス山の会 東京

コスモス山の会 東京

コスモス山の会 東京

めぐろ山の会 東京

めぐろ山の会 東京

町田グラウス山の会 東京

町田グラウス山の会 東京

町田グラウス山の会 東京

町田グラウス山の会 東京

町田グラウス山の会 東京

かがりび山の会 千葉

かがりび山の会 千葉

岳人あびこ 千葉

ちば山の会 千葉

ちば山の会 千葉

ちば山の会 千葉

ちば山の会 千葉

東葛山の会 千葉

東葛山の会 千葉

ふわくハイキングサークル 千葉

ふわくハイキングサークル 千葉

ふわくハイキングサークル 千葉

ふわくハイキングサークル 千葉

ふわくハイキングサークル 千葉

富山勤労者山岳会 富山

富山勤労者山岳会 富山

佐久山の会 長野

佐久山の会 長野

伊豆ハイキングクラブ 静岡

伊豆ハイキングクラブ 静岡

伊豆ハイキングクラブ 静岡

伊豆ハイキングクラブ 静岡

伊豆ハイキングクラブ 静岡

伊豆ハイキングクラブ 静岡

伊豆ハイキングクラブ 静岡
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伊豆ハイキングクラブ 静岡

伊豆ハイキングクラブ 静岡

伊豆ハイキングクラブ 静岡

伊豆ハイキングクラブ 静岡

伊豆ハイキングクラブ 静岡

伊豆ハイキングクラブ 静岡

浜松勤労者山岳会 静岡

浜松勤労者山岳会 静岡

浜松勤労者山岳会 静岡

浜松勤労者山岳会 静岡

三島勤労者山岳会 静岡

大垣勤労者山岳会 岐阜

大垣勤労者山岳会 岐阜

大垣勤労者山岳会 岐阜

多治見勤労者山岳会 岐阜

多治見勤労者山岳会 岐阜

多治見勤労者山岳会 岐阜

みのハイキングクラブ 岐阜

みのハイキングクラブ 岐阜

みのハイキングクラブ 岐阜

みのハイキングクラブ 岐阜

みのハイキングクラブ 岐阜

みのハイキングクラブ 岐阜

みのハイキングクラブ 岐阜

みのハイキングクラブ 岐阜

みのハイキングクラブ 岐阜

みのハイキングクラブ 岐阜

湖南岳友会 滋賀

京都洛中勤労者山岳会 京都

京都洛中勤労者山岳会 京都

京都洛中勤労者山岳会 京都

ＷＡＯ亀岡 京都

ＷＡＯ亀岡 京都

京都右京勤労者山岳会 京都

福知山山の会 京都

ハイキングクラブ舞鶴山遊会 京都

ハイキングクラブ舞鶴山遊会 京都

京都田辺山友会 京都

京都田辺山友会 京都

京都田辺山友会 京都

京都田辺山友会 京都

奈良勤労者山岳会 奈良

奈良勤労者山岳会 奈良

紀峰山の会 和歌山

紀峰山の会 和歌山
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紀峰山の会 和歌山

紀峰山の会 和歌山

紀峰山の会 和歌山

紀峰山の会 和歌山

紀峰山の会 和歌山

紀州山友会 和歌山

紀州山友会 和歌山

紀州山友会 和歌山

紀州山友会 和歌山

みちくさハイキングクラブ 和歌山

みちくさハイキングクラブ 和歌山

きたろうハイキングクラブ 大阪

きたろうハイキングクラブ 大阪

きたろうハイキングクラブ 大阪

きたろうハイキングクラブ 大阪

吹田勤労者山岳会 大阪

吹田勤労者山岳会 大阪

吹田勤労者山岳会 大阪

吹田勤労者山岳会 大阪

吹田勤労者山岳会 大阪

高槻勤労者山岳会 大阪

高槻勤労者山岳会 大阪

ハイキングクラブ  げんごろう 大阪

ハイキングクラブ  げんごろう 大阪

伊丹勤労者山岳会 兵庫

尼崎ハイキングクラブ 兵庫

明石山の会 兵庫

明石山の会 兵庫

甲山勤労者山岳会 兵庫

甲山勤労者山岳会 兵庫

神戸勤労者山岳会 兵庫

神戸港山の会 兵庫

神戸中央山の会 兵庫

垂水勤労者山岳会 兵庫

垂水勤労者山岳会 兵庫

垂水勤労者山岳会 兵庫

垂水勤労者山岳会 兵庫

垂水勤労者山岳会 兵庫

垂水勤労者山岳会 兵庫

西宮山岳会 兵庫

西宮山岳会 兵庫

西宮山岳会 兵庫

西宮山岳会 兵庫

西宮山岳会 兵庫

西宮山岳会 兵庫
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西宮山岳会 兵庫

西宮明昭山の会 兵庫

西宮明昭山の会 兵庫

西宮明昭山の会 兵庫

西宮明昭山の会 兵庫

西宮明昭山の会 兵庫

西宮明昭山の会 兵庫

西宮明昭山の会 兵庫

西宮明昭山の会 兵庫

西宮明昭山の会 兵庫

西宮明昭山の会 兵庫

西宮明昭山の会 兵庫

西宮明昭山の会 兵庫

西宮明昭山の会 兵庫

西宮明昭山の会 兵庫

西宮明昭山の会 兵庫

西宮明昭山の会 兵庫

西宮明昭山の会 兵庫

西宮明昭山の会 兵庫

西宮明昭山の会 兵庫

西宮明昭山の会 兵庫

西宮明昭山の会 兵庫

西宮明昭山の会 兵庫

西宮明昭山の会 兵庫

西宮明昭山の会 兵庫

北摂山の会 兵庫

北摂山の会 兵庫

北摂山の会 兵庫

ＨＣ　はりま 兵庫

ＨＣ　はりま 兵庫

摩耶山友会 兵庫

摩耶山友会 兵庫

摩耶山友会 兵庫

山の会かじか 兵庫

山の会かじか 兵庫

山の会かじか 兵庫

倉敷ハイキング倶楽部 岡山

クラブMONTATA 岡山

山陽カルチャーマウンテンクラブ 岡山

山陽カルチャーマウンテンクラブ 岡山

山陽カルチャーマウンテンクラブ 岡山

山陽カルチャーマウンテンクラブ 岡山

山陽カルチャーマウンテンクラブ 岡山

山陽カルチャーマウンテンクラブ 岡山

山陽カルチャーマウンテンクラブ 岡山
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山陽カルチャーマウンテンクラブ 岡山

山陽カルチャーマウンテンクラブ 岡山

山陽カルチャーマウンテンクラブ 岡山

山陽カルチャーマウンテンクラブ 岡山

山陽カルチャーマウンテンクラブ 岡山

山陽カルチャーマウンテンクラブ 岡山

山陽カルチャーマウンテンクラブ 岡山

山陽カルチャーマウンテンクラブ 岡山

山陽カルチャーマウンテンクラブ 岡山

山陽カルチャーマウンテンクラブ 岡山

山陽カルチャーマウンテンクラブ 岡山

山陽カルチャーマウンテンクラブ 岡山

玉野ハイキング同好会 岡山

玉野ハイキング同好会 岡山

みまさか山の会 岡山

広島勤労者ハイキングクラブﾞやまぼうし 広島

観音寺ハイキングクラブ 香川

観音寺ハイキングクラブ 香川

丸亀しわく山の会 香川

善通寺山の会 香川

善通寺山の会 香川

高知勤労者山岳会 高知

かめのこ山の会 高知

大川山人会 福岡

大川山人会 福岡

大川山人会 福岡

大川山人会 福岡

大牟田ハイキングクラブ 福岡

大牟田ハイキングクラブ 福岡

あだると山の会 福岡

あだると山の会 福岡

あだると山の会 福岡

あだると山の会 福岡

あだると山の会 福岡

あだると山の会 福岡

あだると山の会 福岡

あだると山の会 福岡

あだると山の会 福岡

あだると山の会 福岡

あだると山の会 福岡

あだると山の会 福岡

田川かたつむり山の会 福岡

田川かたつむり山の会 福岡

みどる山の会 福岡

みどる山の会 福岡

70－       －

個人名は印刷版の決議・決定集を参照ください。



氏名 所属団体 地方連盟 申請者氏名

第第3366回回総総会会栄栄誉誉功功労労章章贈贈呈呈者者一一覧覧【【永永年年会会員員】】

みどる山の会 福岡

みどる山の会 福岡

みどる山の会 福岡

みどる山の会 福岡

みどる山の会 福岡

みどる山の会 福岡

長崎あゆみハイキングクラブ 長崎

長崎あゆみハイキングクラブ 長崎

大分勤労者山岳会 大分

大分山歩会 大分

大分山歩会 大分

鹿児島勤労者山岳会 鹿児島

鹿児島勤労者山岳会 鹿児島

山坂達者の会 鹿児島

山坂達者の会 鹿児島

山坂達者の会 鹿児島

山坂達者の会 鹿児島

山坂達者の会 鹿児島

山坂達者の会 鹿児島

山坂達者の会 鹿児島

山坂達者の会 鹿児島

山坂達者の会 鹿児島

山坂達者の会 鹿児島

山坂達者の会 鹿児島

山坂達者の会 鹿児島

山坂達者の会 鹿児島

山坂達者の会 鹿児島

山坂達者の会 鹿児島
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１．全国過去10年間の事故の推移(2014～2023)

年
事故者数

死亡行方不明

年代 男 女 小計
20～24
25～29
30～34
35～39
40～44
45～49
50～54
55～59
60～64
65～69
70～74
75～79

　80以上
合計

1995年(29年間)からの統計上で事故者数が過去最多となる。

２.年代別・男女別事故者の状況

事故者数 死亡行方不明

男性 女性

2023年度　事故の概況　　事故一報（2023年１月１日～12月31日）より
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3.2020年～2023年までの年代別

年代 2020 2021 2022 2023

20～29 6 5 4 9

30～39 9 15 10 19

40～49 35 25 42 38

50～59 58 57 75 81

60～69 79 105 102 133

70～79 47 61 92 81

80～89 2 1 8 5

90～ 0 0 1 0

合計 236 269 334 366

4.時間帯別事故者の状況

時間帯 2022 2023
～4:59 0 1
5:00～ 1 2
6:00～ 0 5
7:00～ 5 10
8:00～ 23 18
9:00～ 32 33
10:00～ 32 38
11:00～ 39 54
12:00～ 40 40
13:00～ 48 48
14:00～ 40 48
15:00～ 30 30
16:00～ 11 9
17:00～ 5 5
18:00～ 4 3
19:00～ 8 4
20:00～ 8 9
未記入 5 9
人数 334 366
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事故者数

206
26
50
3
6
36
15
3
12

海外登山 2
海外登攀 4
海外トレッキング 3

366

6.原因別事故の状況

原因名
転倒(体勢含む)
転・滑落
凍傷
落石（落氷）
高度障害
虫・動植物
道迷い
病気
火傷
その他
下山遅れ
合計

事故者数
202
90
3
8
2
26
2
6
1
25
1

366

合計

氷瀑
沢登り

山行状態
無雪期登山
積雪期登山
登攀
冬季登攀

5.形態別事故者の状況

山スキー
訓練
人工壁

9

無雪期登山
56%

積雪期登山
7%

登攀
14%

冬季登攀
1%

氷瀑
2%

沢登り
10%

山スキー
4%

訓練
1%

人工壁
3%

海外登山
2%

転倒(体勢含む)
55%

転・滑落
25%

凍傷
1%

落石（落氷）
2%

高度障害
0%

虫・動植物
7%

道迷い
1%

病気
2%

火…

その他
7%

下山遅れ
0%
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転倒
(体勢含む)

転・滑落
(墜落含む) 落石　　(落氷)虫・

動植物
高度
障害 雪崩 病気 道迷い 凍傷 火傷 荒天 下山

遅れ
その他 合計

20年 100 85 3 10 0 0 1 0 4 1 1 0 34 239
21年 147 82 9 14 0 0 1 0 7 0 0 0 9 269
22年 191 81 7 13 4 0 4 0 7 0 0 0 27 334
23年 202 90 8 26 2 0 6 2 3 1 0 1 25 366

※虫・動植物は、マダニ14、蜂４、ヒル１、不明１、枝・竹等６が含まれる。
う

転倒 男性 女性
18年 143 56 87
19年 151 61 90
20年 100 38 62
21年 147 66 81
22年 191 68 123
23年 202 79 123

※その他は、下山中や下山後に痛みが出た事例、特定の原因が不明な事例、同行者の滑落に
巻き込まれた事例等が含まれる。

転倒による男女差

6・2..原因別事故の状況と転倒事故の男女差

100
147 191 202

85 82
81

90

3 9 7 8
10 14 13 26
0 0 4 20 0 0 01 1 4 60 0 0 24 7 7 31 0 0 11 0 0 00 0 0 1

20年 21年 22年 23年

事故原因

56 61
38

66 68 7987 90
62

81

123 123

18年 19年 20年 21年 22年 23年

男性 女性
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原因名 事故者数 男 女
転倒 124 52 72
体勢 12 6 6
滑落 22 8 14
転落 6 4 2
落石 1 1 0
病気 2 0 2
道迷い 1 1 0
その他 6 3 3

174 75 99

8.月間別事故の状況

月 2022年
1月 19
2月 23
3月 20
4月 26
5月 36
6月 27
7月 36
8月 37
9月 24
10月 34
11月 25
12月 27
合計 334

30
25

30
32

366

22
58
48
32
30

34
11
14

※2023年の事故者数366人中、下山時での事故は174人(48%)
174人中の転倒事故は124人(71%)

7.下山時の事故

2023年

転倒
71%体勢

7%

滑落
13%

転落
3%

落石
1%

病気
1%

道迷い
1%

その他
3%

19
23

20

26

36

27

36 37

24

34

25
27

34

11
14

30
32
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連盟別事故者数

連盟名 事故者数 連盟名 事故者数 連盟名 事故者数
東京都 74 和歌山県 8 新潟県 3
2366 3.13% 335 2.39% 228 1.32%
道央地区 34 群馬県 7 滋賀県 3
726 4.68% 323 2.17% 166 1.81%
兵庫県 32 広島県 6 奈良県 3
1991 1.61% 261 2.30% 222 1.35%
埼玉県 23 長崎県 6 茨城県 2
589 3.90% 240 2.50% 130 1.54%

神奈川県 19 岩手県 5 高知県 2
509 3.73% 244 2.05% 97 2.06%
京都府 17 徳島県 5 愛媛県 2
914 1.86% 213 2.35% 30 6.67%
石川県 14 道東地区 4 鹿児島県 2
263 5.32% 84 4.76% 78 2.56%
大阪府 14 宮城県 4 山梨県 1
973 1.44% 136 2.94% 80 1.25%
岡山県 14 長野県 4 富山県 1
851 1.65% 253 1.58% 113 0.88%
愛知県 13 岐阜県 4 沖縄県 1
870 1.49% 294 1.36% 20 5.00%
千葉県 10 香川件 4
628 1.59% 261 1.53%
福岡県 10 青森県 3
730 1.37% 163 1.84%
静岡県 9 栃木県 3
375 2.40% 370 0.81%

合計 366
16647 2.20%

※赤丸数字は死亡者数、パーセンテージは組織数に対する事故率。

②

①

①

① ①

①

①

①
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口数 交付件数 件数の比率 交付人数 口数 交付金額 金額の比率

０口 0 0.0% 0 ０口 0 0.0%
１口 20 7.6% 20 １口 887,880 2.9%
２口 4 1.5% 4 ２口 598,400 2.0%
３口 53 20.2% 53 ３口 3,072,000 10.2%
４口 1 0.4% 1 ４口 17600 0.1%
５口 118 44.9% 118 ５口 15,386,431 50.8%
６口 1 0.4% 1 ６口 72,000 0.2%
７口 2 0.8% 2 ７口 140,000 0.5%
８口 0 0.0% 0 ８口 0 0.0%
９口 0 0.0% 0 ９口 0 0.0%
１０口 64 24.3% 64 １０口 10,086,529 33.3%
計 263 263 計 30,260,840

（重複あり）

2023年12月31日　労山基金交付金データより

交交付付件件数数／／交交付付人人数数 交交付付金金額額

労労山山基基金金　　＜＜登登録録口口数数とと交交付付件件数数おおよよびび交交付付金金額額＞＞

１口

8%
２口

2%

３口

20%

５口

45%

１０口

24%

交交付付件件数数

１口

3%
２口

2%

３口

10%

５口

51%

１０口

33%

交交付付金金額額
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登登録録件件数数 寄寄付付金金額額
口数 登録者数 比率 口数 寄付金額 比率
1口 3,748 24.2% １口 3,691,200 6.4%
2口 1,316 8.5% ２口 2,623,200 4.5%
3口 3,943 25.5% ３口 11,712,300 20.2%
4口 53 0.3% ４口 209,600 0.4%
5口 4,757 30.7% ５口 23,560,400 40.6%
6口 43 0.3% ６口 255,000 0.4%
7口 32 0.2% ７口 224,000 0.4%
8口 18 0.1% ８口 144,000 0.2%
9口 0 0.0% ９口 0 0.00%
10口 1,562 10.1% １０口 15,565,500 26.8%

計 15,472 57,985,200
※脱退会を含む

*寄付金額のグラフは、月割りの新規登録の場合も定額計算となっています。

2023年12月31日　労山基金・寄付金データより

15,472 人

労労山山基基金金　　＜＜22002233年年　　登登録録口口数数とと登登録録者者数数おおよよびび寄寄付付金金額額＞＞

57,985,200 円

1口

24%

2口

9%

3口

26%4口

0%

5口

31%

6口

0.3%

7口

0.3%

8口
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0%

10口

10% 登登録録者者数数
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41%

６口

05%
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27%
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趣意書検討委員会報告

今日の私たちが活動するうえで、その考え方の指針となっている趣意書は 年２月

の第 回総会で採択されたもの、労山創立から 年後のことである。創立の 年か

らその間は創立時に発表された趣意書のまま 年には「日本勤労者山岳連盟」となり全

国各地で新たな山岳会が組織に加わり拡大していった。創立から 年経った 年４月

の第７回総会で趣意書の見直しを目的に「趣意書検討委員会」が設置され、 年 月

に「趣意書起草委員会」が発足、 年２月の第 回総会で新しい（現在の）趣意書の

”仮案”が提案された。その後、２年間の検討を経て第 回総会を迎え現在の趣意書となっ

た。

創立時の趣意書の特徴は「登山の正しい大衆化」を唱導していることが挙げられる。そ

の正しい登山とは健全なスポーツとして盛んになっていく中、増える遭難事故、勤労者の

おかれている経済条件、時間的条件、登山に対する誤った考え方と登山者組織の在り方な

ど、これら勤労者のための新しい登山運動を提起したのが創立時の趣意書である。

年後に見直しの動きが始まったのは、組織の急速な成長と活動の多様な発展を反映し

たもの。連盟となった当時わずか５山岳会、数百名の会員が 年には 都道府県、

団体、 名まで成長し組織が大きくなっただけでなく、登山の活発化やリーダー育成、

登山祭典の開催や自然保護の取り組みなど全国各地で展開される活動も多面的になってい

た。趣意書を見直そうという動きは創立からの 年にわたる取り組みを総括し、創立時の

趣意書の立場を理論的に深め新しい活動課題を提起し進めている。（深野一郎（元全国連盟

会長）著「これまでの登山、これからの登山」（ 年１月発行）より「日本勤労者山岳連

盟の趣意書を考える」を参照）

この経過から分かるように現在の趣意書となって 年が過ぎた。今日まで見直されず

活動の根拠を示すものとして掲げられてきたのは、その完成度が高く当時からの意欲的な

意思が力強く表されたものであることは言うまでもない。しかし近年の登山をめぐる社会

情勢や自然環境の問題、組織の減少などあらゆる面で変化し続け趣意書に掲げられている

「権利としての登山」「登山の多様な発展」「海外登山の普及」「遭難事故防止」「自然を守

る」の５つが持つ意味も変化しているといえる。

そこで理事会は趣意書検討委員会を設置、これまでの活動を総括し将来へ向け労山が強

固に発展し続けるため現在の趣意書を見直し、将来へ向け全会員が理解を深められる趣意

書の在り方を検討し始めている。現在の登山をめぐる社会情勢、登山環境などを整理し趣

意書に書かれている言葉一つ一つと照らし合わせ、将来の世代に繋げる趣意書の提案に向

けて今後は理事会へ提言し、その後全国の皆さまへ指し示すことを目指す。
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日日本本勤勤労労者者山山岳岳連連盟盟趣趣意意書書  

 わが国の近代登山は、すでに 80 年近い歴史を持っている。その創立期に活躍したの

は、社会的・経済的に恵まれた青年たちであったが、1930 年代(昭和初期)には国民的

なスポーツ・レクリエーションとして発展する道をたどりはじめていた。だが、登山

の正常な発展は、軍国主義の支配と侵略戦争の拡大によって著しく阻害された。 

 戦後、わが国の登山はかつてない発展の時期をむかえた。社会の民主的変革をめざ

す諸運動の高揚とその成果が、文化・スポーツの分野でも新しい発展をうながしたか

らである。だが、国や自治体、既存の山岳団体はその新しい状況に有効に対応するこ

とができなかった。登山の新しい発展を担うべき新しい理念と組織が求められたので

ある。 

 1960 年（昭和 35 年）、登山を愛好する進歩的な人々によって「勤労者山岳会」が結

成され、勤労者による新しい登山運動が提唱された。その運動は短期間に全国に広が

り、1963 年、「日本勤労者山岳連盟」が結成されるに至った。 

 「日本勤労者山岳連盟」は、わが国の登山の優れた伝統を継承するとともに創造的

な活動を展開し、登山の発展に力を尽くしてきた。そして今日、日本の登山界のなか

で揺るがぬ地歩をきずいている。 

１１．．権権 利利 とと しし てて のの 登登 山山  

 今日、登山の真の担い手は勤労者である。したがって勤労者が束縛されているさま

ざまな社会的制約から解放されないかぎり、登山の真の発展はあり得ない。 

 登山を楽しむためには、賃金、労働時間など労働条件の改善が不可欠の条件である。

また国や自治体による登山者教育、山小屋建設、登山道整備、交通体系の確立など、

さまざまな政策の確立が必要である。それらはヨーロッパ諸国にくらべ、わが国では

ひどく立ち遅れている。そればかりでなく、国や自治体あるいは企業のなかに勤労者

の自主的な文化・スポーツ活動にたいする偏見や敵意がいまなお温存されている。勤

労者が求めているのは、「官製」「社製」などの恩恵的にあたえられる文化・スポーツ

ではない。自らの要求に基づく自ら自身のための文化・スポーツである。 

すべての国民は ”人間らしく成長し、人間らしく生きる権利 ”を持っている。登山を

はじめ文化・スポーツは、その権利の重要な構成部分である。国や自治体はその権利

を保障する義務がある。それを実現するため登山者は、広く国民との共同行動を発展

させるための力をつくさなければならない。 

２２．．登登 山山 のの 多多 様様 なな 発発 展展  

 わが国の自然は美しく豊かである。山と高原、渓谷、森林、雪渓、岩壁、そして四

季それぞれの変化－それは多様な登山を発展させる自然条件である。そればかりでな

く、古い時代に成立した山岳宗教をはじめ、さまざまな文化的影響を受けてわが国独
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特の登山が形成されてきた。今日、登山は国民に最も親しまれるスポーツ・レクリエ

ーションとして多様な形で発展している。 

 最近における経済の「高度成長」とそのもとでの都市人口の急激な増加は、人間と

自然の結びつきを弱め、精神と肉体を損傷した。豊かな自然のなかで生活したいとい

う願いは、健康を守ろうとする意識の強まりとあいまっていっそう切実なものとなり、

登山にたいする国民の関心と欲求はかつてなく高まっている。 

 国民の求める登山はけっして同一のものではない。それぞれの意識や年齢、生活条

件によって、多様な形態と内容の登山が求められている。その実現に力を尽くすこと

によってのみ登山の創造的発展もまた可能である。 

３３．．海海 外外 登登 山山 のの 普普 及及  

海外登山・トレッキングもまた活発に行われ、ヨーロッパはもとよりヒマラヤ、ア

ラスカ、アンデスなど広範な地域に及んでいる。国内では経験することのできない自

然条件下での登山、あるいは風土、言語、習慣などの異なった国々での生活経験は、

登山者の人間的成長に大きな影響をもたらす。また登山を通じての親睦・交流の広が

りは、国際連帯の精神を育てるだろう。海外登山の活発化は歓迎すべきことであり、

さらに発展させなければならない。 

 海外登山の経験と成果は全国的にも地域的にもかなり蓄積されている。だが、その

普及は立ち遅れている。海外登山の普及を歓迎しない風潮や登山界の伝統的な閉鎖性

がなお残されているからである。それを克服し広範な登山者と海外登山との結びつき

を深めなければならない。国内での多様な登山の発展と海外登山を結合させることに

よって、登山はいっそう内容豊かなものとなるだろう。 

 確固とした世界平和は、海外登山発展の基礎である。諸国民との相互理解、友好を

さらに深めることが強く求められている。 

４４．．遭遭 難難 事事 故故 のの 防防 止止  

 生命の尊厳はなにものにもかえることはできない。それにもかかわらず多くの生命

が山で失われている。われわれもまた少なくない仲間を失った。 

 厳しい自然のなかで行われる登山においてその安全性が確保されるためには、登山

者の教育・訓練が不可欠の前提となる。山岳団体の多くはそのことを自覚しており、

真剣に取り組んでいる。だが、その努力は必ずしも充分な成果をあげ得ていない。 

 また、注目しなければならないのは、広範な登山者が山岳会に組織されていないこ

とである。その登山者の教育・訓練は、有力な山岳団体の善意の努力だけでは解決で

きない。国や自治体の積極的な取り組みが必要である。 

だが国や自治体はその責任を回避して、登山規制を強化するなど消極的な対策に終

始してきた。もとより登山における安全性は登山者の日常的な努力によって確保され

る。そのためにも、国や自治体によってすべての登山者に教育・訓練を受ける機会が

あたえられなければならない。また遭難救助のための人員、資材、資金などを保障す

る制度の確立は、国や自治体の責任である。 

 それぞれの山岳団体における教育・訓練の改善、救助体制の確立は、さしせまった

課題である。現実に少なくない遭難事故が起こっている以上、放置することができな
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いからである。それぞれの山岳団体が独自に努力するばかりでなく、有力な山岳団体

の相互協力が必要となっている。 

 遭難事故を考えていくうえでけっして忘れてならないことは、現代社会の退廃的風

潮の影響である。それは生命を軽視する傾向をつくりだしている。その傾向とたたか

うことが重要な課題となっている。 

５５．．自自 然然 をを 守守 るる  

 わが国の自然は、過去十数年の間にかつてなく大規模に破壊された。それは国民の

生存そのものが憂慮されるほど深刻な事態をつくりだしている。 

 山岳自然の破壊もはなはだしく進んだ。国や自治体はそれを規制するどころか先導

的役割さえ果たした。登山者をはじめ広範な人々がそれに反対し、少なくない成果を

あげた。だが、山岳自然の大がかりな破壊をおしとどめることはできなかった。 

 「過疎対策」「観光開発」｢水資源開発｣などの美名をかかげて進められてきたこれま

での開発は、山村生活を深刻な危機におとしいれている。それらの開発が、山村の犠

牲のうえに大資本の利潤増大を追求するものにほかならなかったからである。自然を

守り育ててきたのは、そこに生活する勤労者である。生活に根ざす切実な要求と結び

つかない開発は、よりよい結果を生まない。自然を守る運動もその立場を貫かねばな

らない。 

「観光開発」で重視しなければならないのは、「すべての人に山を楽しむ権利がある」

という主張で、ロープウェイや観光道路の建設が正当化されていることである。バス

やロープウェイによる ”観光登山 ”では風景を眺めることはできても健康を増進するこ

とはできないし、自然への愛着を育てることはできない。また、それは山岳自然の荒

廃をもたらす誘因ともなっている。山岳自然の荒廃は登山の楽しみを奪うばかりでな

く、登山そのものの荒廃と人間の荒廃を導く。 

 豊かな自然は将来にわたる国民の共有財産である。これを守り育てていくことは登

山者の重要な責務である。 

 われわれはこうした認識と立場に立って、登山の創造的発展のために運動を進めて

いる。そしていま登山の新しい発展のため、心をひとつにして尽力しようと、広く登

山を愛好する人々に呼びかけるものである。 

日本勤労者山岳連盟 

（1978 年２月） 
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日日本本勤勤労労者者山山岳岳連連盟盟規規約約  

第 1 章 総 則 
第１条 この連盟は、日本勤労者山岳連盟(略称「労山」)とよび、 

事務所を〒162-0814 東京都新宿区新小川町5－24におく。 
第２条 この連盟は、登山・ハイキングを健康で文化的な生活のひとつであり平和で民主

的な国民生活に根ざしたスポーツ・レクリエーションとして、普及し発展させる
ことを目的とする。 

第３条 この連盟は、前条の目的を遂行するために次の活動をおこなう。 
１ 加盟団体相互の交流。 
２ 広範な登山愛好者の組織化。 
３ 国民の登山要求に応える活動。 
４ 登山の技術とモラルの向上。 
５ 登山事故の防止と救助・救済。 
６ 登山をする条件の改善。 
７ 山岳自然保護。 
８ 登山を通じての国際交流。 
９ 機関紙誌や書籍の発行。 
10 諸団体との協力・共同。 
11 その他、目的遂行に必要な活動。 

第４条 この連盟は、この規約を承認する山岳会・クラブ（以下「加盟団体」）によって
構成される。 

第２章 組 織 
第５条 この連盟の基礎組織は加盟団体である。加盟団体はこの連盟の活動に等しく参加

する権利と義務を有する。 
第６条 加盟団体は連盟活動を推進するために、都道府県を単位に「都道府県勤労者山岳

連盟」（以下「地方連盟」）をつくり所属する。 
２ 地方連盟は、その活動の補助機関として「地区連盟」をつくることができる。地
区連盟の地域、名称、活動等については、当該地方連盟が定める。 

３ 地方連盟に関する規定は別に定める。 
第７条 歴史的・地理的に関係の深い複数の地方連盟は、当該の地方連盟の活動に資する

ために、「地方協議会」をつくることができる。 
２ 地方協議会の名称・範囲は別に定める。 

第 3 章 機 関 
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第８条 この連盟に、次の機関をおく。 
１ 総会 ２ 評議会 ３ 理事会 

第９条 総会は、この連盟の最高決議機関であり、原則として２年に１回理事会の決定に
より会長が招集する。ただし、理事会が必要と認めたとき、または３分の１以上の
評議員からの要求があったときは、臨時に総会を招集しなければならない。 

２ 総会は、役員および地方連盟ごとに選出された代議員によって構成される。 
３ 総会は、代議員の過半数の出席で成立し、決議は出席者の過半数を必要とする。 
委任状は議長宛で会議の多数意志にしたがうものとし、総会の成立要件に含める。 

４ 総会代議員は、地方連盟ごとの構成員（以下「会員」）の人数に応じて選出し、 
その基準は評議会で定める。 

第１０条 総会は、次の事項を審議決定する。 
１ 連盟活動の総括と方針。 
２ 予算および決算。 
３ 連盟役員の選出。 
４ 規約にかかわる賞罰。 
５ 趣意書および規約の改廃。 
６ その他、連盟の目的遂行に必要な事項。 

第１１条 評議会は、総会に次ぐ決議機関であり、2年に１回以上、理事会の決定により
理事長が招集する。ただし、３分の１以上の評議員から要求があったときは、評議
会を招集しなければならない。 

２ 評議会は、連盟役員および評議員によって構成される。 
３ 評議会は、評議員の過半数の出席で成立し、決議は出席者の過半数で成立する。 
委任状は議長宛で、出席者の多数意志にしたがうものとし、評議会の成立要件に 
含める。 

４ 出席できない評議員は、当該の地方連盟から代理人を出席させることができる。 
５ 評議員は、別に定める選出基準により、地方連盟ごとに選出し登録する。 

第１２条 評議会は、次の事項を審議決定する。 
１ 連盟の諸活動の具体化。 
２ 総会より委任された事項。 
３ 中間の予算および決算。 
４ 規約についての疑義の解釈。 
５ 規定、細則、定款の改廃。 
６ 専門委員会および特別委員会の設置、改廃。 
７ 補充役員の選出。 
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８ その他、連盟活動に必要な事項。 
第１３条 理事会は、連盟の方針にもとづき連盟業務を執行する。 
２ 理事会は、理事長が随時招集する。 
３ 理事会は、理事長、副理事長、事務局長、理事によって構成される。 
４ 理事会は、必要に応じて会長、副会長に出席を求めることができる。 
５ 理事会は、執行事項を評議会および総会に報告し、承認をうける。 

第１４条 理事会は、次の事項を執行する。 
１ 総会および評議会決定事項の具体化。 
２ 各種原案の企画作成。 
３ 所轄の事務連絡および報告。 
４ 各種集会および代表者会議の開催。 
５ 事務局・専門委員会の統括と運営。 
６ 事務局員・専門委員の選任。 
７ 専従職員の職務に関する事項。 
８ 緊急事項の処理。 
９ その他、連盟の日常業務に必要な事項。 

第１５条 この連盟は、事務局および専門委員会をおく。事務局の任務および専門委員会
の種類、名称、任務については別に定める。 

２ 専門委員会は、理事会の議を経て理事長が委託した専門委員で構成する。ただし、
その責任者は理事会の構成員とする。 

３ この連盟は、評議会が目的遂行のために必要と認めたときは、特別委員会をおくこと
ができる。特別委員会の構成等は第２項に準じ、その活動内容は総会に報告する。 

第４章 役員・職員 
第１６条 この連盟は、次の役員をおく。 
１ 会長(１名) ２ 副会長（若干名） ３ 理事長(１名) ４ 副理事長（若干名） 
５ 事務局長(１名) ６ 理事（若干名） ７監事(２名) 

第１７条 役員は会員から選出する。役員選出に関する規定は、別に定める。 
第１８条 役員の任務は、次のとおりとする。 
１ 会長は、この連盟を代表する 
２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代行する。 
３ 理事長は、連盟業務の執行を統括する。 
４ 副理事長は、理事長を補佐し、理事長に事故あるときはその職務を代行する。 
５ 事務局長は、事務局を統括するとともに、連盟の会計業務を行う。 
６ 理事は、連盟業務を統括する。 
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７ 監事は、連盟業務および会計を監査し、その結果を総会および評議会に報告する。 
第１９条 役員の任期は２年間とし、改選は総会でおこなう。ただし、再選は妨げない。 
２ 補欠役員の選出は評議会でおこなう。その任期は前任者の残任期間とする。 
３ 役員は、役員として知りえた個人情報および全国連盟が公開していない重要な情報
を漏洩してはならない。 

第２０条 この連盟は、会長・副会長の任にあった者、および長年にわたりこの連盟の顧
問・役員等の任にあって、連盟の充実・発展に著しく貢献した者を評議会の発議、
総会の承認によって名誉会員にする。 

２ この連盟は、評議会または総会の承認によって顧問を委嘱することができる。顧問
は連盟の諮問にこたえる。 

第２１条 この連盟は、事務局に専従職員をおくことができる。 
２ 専従職員の任免は、理事長がおこない、理事会の承認を受ける。 

第５章 加盟・脱退 
第２２条 山岳会・クラブは、所定の手続きにもとづき加盟費を添えて、地方連盟に申し

込み、その執行機関の承認を得れば、この連盟の加盟団体となることができる。 
第２３条 加盟団体は、この連盟を自由に脱退することができる。ただし、所属の地方連

盟に所定の手続きを取り、連盟費を精算しなければならない。 
２ 地方連盟は、所属の加盟団体が連盟費の納期を一定期間経過しても理由なく滞納し
ている場合は、除籍することができる。 

第２４条 地方連盟は、加盟・脱退について速やかに事務局長に報告しなければならな
い。 

２ 特別な理由がある場合は、事務局長が加盟・脱退の事務処理を代行することができ
る。 

第６章 財 政 
第２５条 この連盟の経費は連盟費および行事・事業収入、寄付金等によってまかなう。 
第２６条 連盟費は、地方連盟ごとの加盟団体数と会員数によって算出し、その細目は総

会において定める。加盟団体の加盟費および連盟費は、地方連盟が別に定める。 
第２７条 この連盟の会計年度は、１月１日より12月31日までとする。 
２ この連盟は、一般会計の他に、必要によって特別会計を設けることができる。 
３ この連盟の会計は複式簿記とし、処理については別に規定を定める。 

第７章 賞 罰 
第２８条 この連盟は、評議会が必要と認めたときは、加盟団体および会員を総会で表彰

することができる。 
第２９条 この連盟は、連盟の名誉と団結を著しく損なう行為があった場合は、理事会の
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決定で役員の活動停止、評議会の決定で役員の罷免を、総会の決定で加盟団体の除
籍をすることができる。ただし、これらの決議は出席者の３分の２以上の賛成を必
要とする。 

第８章 付 則 
第３０条 この連盟のすべての会議は、会員に対して公開することを原則とする。 
２ この連盟の会議運営の細則は、別に定める。 

第３１条 この規定に定められていない事項については、評議会が規約の趣旨にもとづい
て処理することができる。 

第３２条 この連盟の英語名称は、JAPAN WORKERS’ ALPINE FEDERATION（略称
「J.W.A.F.」）とする。 

第３３条  この規約の目的遂行の改廃は、総会において出席者の３分の２以上の賛成を
必要とする。 

付則 この規約は 1963 年７月７日より実施する。 
1988 年２月７日全面改定。 
1990 年２月12 日一部改定。 
2000 年２月 20日一部改定。 
2020 年２月 16日一部改定。 
2022年２月 20日一部改定。
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各各部部局局おおよよびび専専門門委委員員会会にに関関すするる規規定定  

第１条 この規定は、日本勤労者山岳連盟規約第15 条第１項に基づき、この連盟の 
各部局、委員会の任務、特別委員会の名称、任務について定める。 

第２条 この連盟に、理事及び登山技術などの知識を有する会員を構成員として次の部局
をおく。 

① 山行活動部 ②遭難対策部 ③技術教育部 ④組織部
⑤メディア局 ⑥事務局 ⑦渉外・環境部 ⑧財政部 ⑨国際部

第３条 この連盟の部局のもとに次の委員会をおき、任務を分掌する。 
① ハイキング委員会 ②海外委員会 ③ホームページ委員会 
④全国救助隊連絡交流会 ⑤カリキュラム委員会 ⑥自然保護委員会
⑦青年・学生対策委員会 ⑧女性委員会 ⑨機関誌・紙編集委員会
⑩技術委員会 ⑪山筋ゴーゴー体操推進委員会 

第４条 この連盟に次の特別委員会をおく。 
１ 労山基金運営委員会 
２一般財団法人山岳基金 
３ 中央登山学校 
４ 全国登山研究集会 

第５条 事務局の任務は次のとおりとする。 
１ 日常業務の執行と各種文書、書類等の保管 
２ 地方連盟および加盟団体、役員、その他関係団体等の連絡 
３ 連盟財政の運用と管理・保管 
４ 広報活動および事業活動 
５ 青年・学生対策に関する事項
６ 女性の登山に関する事項 
７ 他の委員会に属さない事項 

第６条 メディア局の任務は次のとおりとする。 
１ 機関誌・紙の定期発行、普及と発展に関する事項 
２ ホームページの管理と運営に関する事項 
３ 労山の情報を内外に複合的に発信、普及することに関する事項 

第７条 組織部の任務は次のとおりとする。 
１ 加盟団体相互の交流に関する事項 
２ 広範な登山愛好者の組織化 
３ 地方連盟の組織運営に関する事項 
４ 山岳会・クラブの組織強化に関する事項 
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第８条 技術教育部の任務は次のとおりとする。 
１ 登山やハイキングの技術向上に関すること 
２ 登山の教育、研究、安全に関すること 
３ 中央登山学校の運営に関すること 
４ 技術委員会に関すること 
５ カリキュラム委員会に関すること 

第９条 遭難対策部の任務は次のとおりとする。 
１ 山岳遭難事故の実態や原因などを分析すること 
２ 山岳遭難事故の調査・研究および防止に関すること 
３ 救助・搬出技術の研究と普及に関する事項 
４ 全国救助隊連絡交流会に関すること 

第10 条 山行活動部の任務は次のとおりとする。 
１ 国内の登山活動の動向・傾向や実際の山行状況を調査・分析すること 
２ ハイキング委員会に関すること 
３ 海外委員会に関すること 
４ ネットワーク世話人会に関すること 

第11 条 渉外・環境部の任務は次のとおりとする。 
１ 政府・自治体への制度要求など登山条件の整備に関すること 
２ 山岳自然の保護に関すること 
３ 他団体との共同と交流、平和、民主主義などの課題に関すること

第12 条 財政部の任務は次のとおりとする。 
１ 予算の編成、連盟財政の入金、出金の承認、月次報告書および決算書の作成 

第13 条 各部局、専門委員会、特別委員会の構成は、規約第15 条第2 項による。 
第14 条 各部局、専門委員会、特別委員会は、その活動内容を随時、理事会に文書で報

告する。 
第15 条 各部局、特別委員会及び専門委員会の任期は総会後の第１回理事会から総会

までとする。 
第16 条 この規定の改廃は、総会および評議会の３分の２以上の賛成を必要とする。 
付 即 この規定は、1998 年２月15 日より実施する。 
2002 年２月17 日 一部改定 
2006 年２月19 日 一部改定 
2016 年２月 21 日 一部改定 
2020 年２月 16 日 一部改定  
2022 年２月 20 日 一部改定

93－       －



一一般般財財団団法法人人山山岳岳基基金金  定定款款  

第第１１条条  ((名名称称))  

この法人は、一般財団法人山岳基金と称し、英文ではMountaineering Fund(ＭＦ)と表示

する。 

第第２２条条（（事事務務所所））  

この法人は、主たる事務所を東京都新宿区に置く。 

第第３３条条（（目目的的））  

この法人は、権利能力なき社団である日本勤労者山岳連盟の目的を遂行するための財産管

理を行う。具体的には、日本勤労者山岳連盟が運営する「労山山岳事故対策基金制度」の

資産管理と保全および 有効な活用を目的とする。 

第第４４条条（（事事業業））  

この法人は、第３条の目的を達成するために次の事業を行う。 

（１）不動産の所有及び不動産の登記書類と関連書類の管理。

（２）建物の維持に必要な補修、設備機器の保全。

（３）不動産有効活用のための事業。

（４）近隣の不動産所有者および使用者との調整。

（５）その他、この法人の目的を達成するために必要な事業。

第第５５条条（（事事業業年年度度））  

この法人の事業年度は毎年１月１日に始まり、12月31日に終わる。 

第第６６条条（（公公告告のの方方法法））  

この法人の公告は、電子公告による。 

第第７７条条（（設設立立者者おおよよびび財財産産のの拠拠出出））  

この法人の設立者は、この法人設立時に日本勤労者山岳連盟の副理事長（労山山岳事故対

策基金運営委員長）である以下の者とし、氏名および住所並びにこの法人の設立に際して

設立者が拠出する財産及びその価額は、次のとおりである。 

住所 ■■■■■■■■■■■■■■■■

氏名 臼井邦徳 

拠出財産及びその価額 現金 300万円 

第第８８条条（（財財産産のの種種別別））  

この法人の財産は、基本財産及びその他財産の２種類とする。 

２．基本財産は、この法人の目的である事業を行うために不可欠な財産として理事会で定
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めたものとする。 

３．その他財産は、基本財産以外の財産とする。 

４．前項の財産は、評議員会において別に定めるところにより、この法人の目的を達成す

るために善良な管理者の注意をもって管理しなければならず、処分するときは、あら

かじめ理事会及び評議員会の承認を要する。 

第第９９条条（（剰剰余余金金））  

この法人は、剰余金の分配を行うことができない。 

第第1100条条（（残残余余財財産産のの分分配配））  

この法人が清算をする場合において有する残余財産は、評議員会の決議を経て、公益社団

法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第５条第 17 号に掲げる法人又は国若しくは

地方公共団体に贈与するものとする。 

第第1111条条（（評評議議員員））  

この法人に評議員３名以上５名以内を置く。 

２．評議員の選任と解任は、日本勤労者山岳連盟総会において行う。 

３．評議員の候補者は日本勤労者山岳連盟の役員選考委員会で推薦する。 

４．評議員の任期は選任後、２年間とする。再任を妨げない。 

５．評議員は評議員会を構成し、第12条に規定する事項の決議に参画する。 

第第1122条条（（評評議議員員会会））  

評議員会は、すべての評議員をもって構成する。 

２．評議員会は理事及び監事の選任と解任を行う。 

３．評議員会は各事業年度の事業報告及び決算の承認を行う。 

４．評議員会は各事業年度の事業計画及び予算の承認を行う。 

５．評議員会は定款の変更（この法人の目的並びに評議員の選任及び解任の方法に関する

定めを含む）を行う。 

６．評議員会は、本条２項から５項に定める事項の他、一般社団法人及び一般財団法人に

関する法律に規定する事項及びこの定款に定める事項を行う。 

７．評議員会は毎年の事業年度終了後２か月以内に開催する。 

８．評議員会の決議は、議決に加わることができる評議員の過半数が出席し、その過半数

をもって行う。 

第第1133条条（（役役員員））  

この法人に、３名以上５名以内の理事と２名以内の監事を置く。 

２．理事のうち、１名を代表理事とする。 

３．理事及び監事は、評議員会の決議により選任する。 

４．理事及び監事の任期は選任後、２年間とする。再任を妨げない。 

５．各理事について、理事とその理事の親族等である理事の合計数が、理事の総数の 
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３分の 1 以下であること。 

第第1144条条（（理理事事会会））  

この法人に、理事会を置く。 

２．理事会は、すべての理事をもって構成する。 

３．理事会は、評議員会の開催を行う。 

４．代表理事は、理事会の決議を経て事業計画・予算と事業報告・決算を作成し、作成 

 された事業計画・予算について評議委員会の承認を受けるものとする。 

５．理事会は、各事業年度に１回以上開催する。  

６．理事会の決議は、議決に加わることができる理事の過半数が出席し、その過半数を

もって行う。 

第第1155条条（（監監事事））  

監事は、理事の職務執行を監査し、法令で定めるところにより、監査報告を作成する。 

第第1166条条（（設設立立時時のの評評議議員員・・役役員員））  

この法人の設立時評議員と役員は次の通りとする。 

評議員  浦添 嘉徳、久保 典子、高橋 友也 

理事 臼井 邦徳（設立時代表理事）、川嶋 高志、今野 善伸 

監事 石川 友好、荒川 俊之 

第第1177条条（（最最初初のの事事業業年年度度））  

当法人の最初の事業年度は、当法人成立の日から2022年 12月31日までとする。 

第第1188条条（（定定款款にに定定めめののなないい事事項項））  

この定款に定めのない事項は、すべて一般社団法人及び一般財団法人に関する法律その他

法令の定めるところによる。 

以上、一般財団法人山岳基金設立のため、この定款を作成し、設立者が次に記名押印する。

2022年２月24日 

設立者 臼井 邦徳 
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第36期 全国連盟  理事・監事 

役   職 氏    名 年齢 地方連盟 所 属 団 体 

理 事 長 川嶋 髙志 東 京 神楽坂アルパインクラブ 

副理事長 石川 昌 千 葉 船橋勤労者山の会 

（４） 臼井 邦徳 東 京 渓嶺会 

久保 典子 埼 玉 新座山の会 

今野 善伸 栃 木 野木山想会 

事務局長 小池 藍 東 京 ポレポレ倶楽部山の子 

理 事 

（24） 

欠員１名 

赤間 弘記 宮 城 朋友会 

浅瀬 和人 石 川 めっこ山岳会 

阿部 哲也 香 川 さぬき山歩会 

安東 仁志 道 央 札幌中央勤労者山岳会 

石川 友好 東 京 大田ハイキングクラブ 

岩田 新一 神奈川  藤沢山の会 

宇田川 道恵 埼 玉 大宮勤労者山岳会 

大杖 哲司 兵 庫 メラピーク KOBE

大和田 英子 東 京 神楽坂アルパインクラブ 

加治 郷子 岡 山 クラブ MONTATA

三瓶 健 神奈川 山岳素行童人メーグリ家 

清野 嘉樹  青 森 弘前勤労者山岳会 

田上 千俊  東 京 八王子おおるり山の会 

竹本 幸造 静 岡 清水勤労者山岳会 CHC 

野々脇 千沙 兵 庫 神戸中央山の会 

平尾 繁和 京 都 田辺山友会 

三代 一宏 島 根 松江アルペンクラブ 

武笠 真次 埼 玉 わらび山の会 

八木澤 昌通 栃 木 宇都宮ハイキングクラブ 

山本 尚徳 千 葉 かがりび山の会 

山本 裕之  道 央 札幌北稜クラブ 

吉川 幸一 愛 知 名古屋山岳同志会 

吉永 直樹 福 岡 山岳チーム 風はるか 

監 事 

（２） 

田村 廣史 東 京 ポレポレ倶楽部山の子 

渡辺 三男 神奈川 相模アルパインクラブ 
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日本勤労者山岳連盟 第 36 期 正副会長 

役  職 氏    名 年齢 地方連盟 所 属 団 体 

会 長 浦添 嘉徳 東 京 石神井山の会 

今村 正一 鹿児島 鹿児島勤労者山岳会 

副会長 渡邊 健治 岩 手 盛岡山友会 

第36期 労山基金運営委員  

氏    名 年齢 地方連盟 所 属 団 体 

１ 委員長 臼井 邦徳 東 京 渓嶺会 

２ 委 員 伊藤 正勝 埼 玉 わらび山の会

３ 〃 大澤 辰雄 埼 玉 埜歩歩富士見山の会 

４ 〃 今野 善伸 栃 木 野木山想会 

５ 〃 陶山 正 東 京 山の会「かたつむり」 

６ 〃 武笠 真次 埼 玉 わらび山の会 

７

８

９

一般財団法人山岳基金役員 

氏    名 年齢 地方連盟 所 属 団 体 

１ 評議員 浦添 嘉徳 東 京 石神井山の会 

２ 〃 大和田 英子 東 京 神楽坂アルパインクラブ 

３ 〃 久保 典子 埼 玉 新座山の会 

４ 〃 高橋 友也 東 京 杉並勤労者山岳会 

５ 理 事 石川 昌 千 葉 船橋勤労者山の会 

６ 〃 臼井 邦徳 東 京 渓嶺会 

７ 〃 川嶋 髙志 東 京 神楽坂アルパインクラブ 

８ 〃 今野 善伸 栃 木 野木山想会 

９ 監 事 石川 友好 東 京 大田ハイキングクラブ 

10 〃 荒川 俊之 税制経営研究所代表社員 
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〒162-0814 東京都新宿区新小川町 ５－２４  日本勤労者山岳連盟 

  電話 ０３－３２６０－６３３１ ＦＡＸ ０３－３２３５－４３２４ 

   Ｅ－ｍａｉｌ jwaf@jwaf.jp    ホームページ www.jwaf.jp 
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